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（４） 環境影響評価の実施に当たっては、最新の知見の収集に努め、専門家

等の助言を得るなどして、適切な調査、予測及び評価を実施し、その結

果に基づいた環境保全措置を検討すること。 

 

（５） 方法書以降の手続においては、配慮書で示されている環境配慮事項の

選定について、今後の事業計画の検討状況を踏まえた見直しを行い、そ

の結果に基づいた調査、予測及び評価を実施すること。 
 

（６） 方法書以降の図書の作成に当たっては、専門的な表現を可能な限り用

いず解説や図表を記載するなど、地元住民等に丁寧かつ分かりやすい図

書となるよう努めること。 

 

２ 個別的事項 

【騒音】 

 本事業の実施により、航空機の発着回数の増加が想定される。また、現在、

隣接地では防衛省による自衛隊機の運用が計画されており、同事業での航空

機の運用による累積的な影響が懸念される。騒音の影響については、将来想

定される航空機の便数増加を踏まえた調査、予測及び評価を実施すること。 

 

【大気環境】 

 本事業の実施により、航空機の発着回数の増加及び機種の大型化により、

窒素酸化物等の排出量の増加が懸念される。大気質の影響については、この

ことを踏まえた調査、予測及び評価を実施すること。 

 

【水環境】 

本事業の実施により、工事中及び供用時に排出される汚濁負荷量の増加が

懸念される。佐賀空港に隣接する有明海は、生物多様性の観点から重要度の

高い海域が存在し、また養殖海苔の一大産地となっている。水環境への環境

影響については、これらのことを踏まえた調査、予測及び評価を実施するこ

と。 

 

 

 

 

 

 




